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(57)【要約】
【課題】カセットのロックを解除する操作と装置本体か
らの抜き取り操作とを同時に行うことが可能なカセット
取付装置を提供する。
【解決手段】ロック部材１０６は、装置本体に差し込ん
だカセットをロックするロック位置と、ロックを解除し
てカセットを装置本体から抜き取り可能にするロック解
除位置の間を移動する。また、押出し部材１０７は、装
置本体に設けた受け部材１１１と当接してカセットを抜
き取り方向に押し出す押出し位置と、退避位置との間を
移動する。そして、カセットの表面に回動自在に取り付
けられているロック解除部材１００の第１位置から第２
位置への回動動作に連動して、ロック部材１０６はロッ
ク位置からロック解除位置へと移動し、押出し部材１０
７は退避位置から押出し位置へと移動する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体にカセットを着脱自在に取り付けるカセット取付装置において、
　前記装置本体に差し込んだ前記カセットをロックするロック位置と前記ロックを解除し
て前記カセットを前記装置本体から抜き取り可能なロック解除位置との間で移動可能なロ
ック部材と、
　前記ロック部材が前記ロック解除位置にあるときに前記装置本体に設けた受け部材と当
接して前記カセットを抜き取り方向に押し出す押出し位置と前記受け部材から離間した退
避位置との間で移動可能な押出し部材と、
　前記ロック部材及び前記押出し部材と直接又は間接的に連結され、第１位置から第２位
置に移動可能なロック解除部材と、を備え、
前記ロック部材、押出し部材及びロック解除部材は前記カセットに設けられ、
前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで前記ロック部材を
前記ロック位置から前記解除位置に移動させ、前記押出し部材を前記退避位置から前記押
出し位置に移動させることを特徴とするカセット取付装置。
【請求項２】
　前記ロック解除部材は、前記第１位置から前記第２位置に移動した後、前記ロック部材
及び前記押出し部材に作用しない第３位置に移動可能に構成したことを特徴とする請求項
１に記載のカセット取付装置。
【請求項３】
　前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで、前記押出し部
材が第１の方向に移動し、
　前記ロック解除部材が前記第３位置から前記第１位置に移動することで、前記押出し部
材が第２の方向に移動するように構成され、
　前記押出し部材が前記第１の方向に移動するときは、前記押出し部材と前記ロック部材
とが同時に移動し、
　前記押出し部材が前記第２の方向に移動するときは、前記押出し部材のみが移動するこ
とを特徴とする請求項２に記載のカセット取付装置。
【請求項４】
　前記ロック解除部材に形成される突起部と、
　前記ロック解除部材の回動に伴い前記突起部と係合する係合片と前記押出し部材とを有
する第１回転体と、
　前記ロック部材を有する第２回転体と、
　前記ロック位置にある前記ロック部材と係合するよう前記装置本体に設けた係止部材と
、を備え、
前記ロック解除部材の前記第１位置から前記第２位置への回動により前記突起部と前記係
合片とが係合して前記第１回転体が前記第１の方向に回動したとき、前記第２回転体は前
記第１回転体に連動して回転することで前記ロック部材は前記ロック解除位置に移動して
前記係止部材との係合を解除し、前記第１回転体の回転により前記押出し部材が前記押出
し位置に移動して前記受け部材と当接することを特徴とする請求項３に記載のカセット取
付装置。
【請求項５】
　前記第１回転体と前記第２回転体とを同一軸上に重ねて配置して、互いが接触する面に
はそれぞれ傾斜方向が逆向きとなるテーパを形成し、前記第１回転体または前記第２回転
体の一方が回転したとき前記第１回転体の前記テーパの立上り部と前記第２回転体の前記
テーパの立上り部とが係合していると他方も連動して回転するようにして、
　前記ロック部材を前記ロック位置の方向に付勢する第１付勢部材を備えて、
　前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置へ回動したとき、前記突起部の前
記係合片への押し圧による前記第１回転体の前記第１の方向への回転にて、前記第１回転
体の前記テーパの前記立上り部が前記第２回転体の前記テーパの前記立上り部を押し圧し
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て前記第２回転体が回転し、前記ロック部材が前記第１付勢部材の付勢に抗して前記ロッ
ク位置に移動し、
　前記ロック解除部材が前記第２位置へ達して前記突起部が前記係合片を押し圧しなくな
ると、前記第１付勢部材の付勢による前記第２回転体の第２の方向への回転にて、前記第
２回転体の前記テーパの前記立上り部が前記第１回転体の前記テーパの前記立上り部を押
し圧して前記第１回転体が回転すると、前記突起部と前記係合片との位置関係が入れ替わ
り、次に前記ロック解除部材を前記第１位置へと回動させたとき、前記突起部は前記第１
回転体が前記第２の方向に回転するよう前記係合片を押し圧することを特徴とする請求項
４に記載のカセット取付装置。
【請求項６】
　前記第１回転体を前記第１の方向に回転するよう付勢する第２付勢部材を備えて、
　前記ロック解除部材が前記第１位置へ回動するとき、前記第１回転体の前記テーパの立
上り部と前記第２回転体の前記テーパの立上り部とは係合しておらず、前記第１回転体は
前記突起部と前記係合片との係合にて前記第２の方向へ単独で回転し、前記ロック解除部
材の回動にて前記突起部と前記係合片との係合が外れると、前記第２付勢部材に付勢され
て前記第１回転体は前記第１の方向へ復帰回転することで前記突起部と前記係合片との位
置関係が入れ替わり、次に前記ロック解除部材を前記第１位置から前記第２位置へと回動
させたときに前記突起部は前記第１回転体が前記第１の方向に回転するよう前記係合片を
押し圧することを特徴とする請求項５に記載のカセット取付装置。
【請求項７】
　前記ロック部材は前記カセットを前記装置本体に差し込む際に前記係止部材と当接する
傾斜部を備えて、
　前記傾斜部での前記係止部材との当接により前記ロック部材が前記ロック解除位置へ移
動し、次に前記ロック部材と前記係止部材との当接が外れて前記ロック部材が前記第１付
勢部材の付勢により前記ロック位置に移動して前記係止部材と係合するとき、
　前記ロック部材の前記ロック解除位置への移動で前記第２回転体が前記第１の方向へ回
転すると、前記第１回転体は前記第２付勢部材の付勢により前記第２回転体と共に回転す
ることで、前記第１回転体の前記テーパの立上り部と前記第２回転体の前記テーパの立上
り部との係合は維持され、
　前記ロック部材と前記係止部材との当接が外れて前記ロック部材の前記ロック位置への
移動で前記第２回転体の前記第２の方向へ回転すると、前記第２回転体の前記テーパの前
記立上り部が前記第１回転体の前記テーパの前記立上り部を押し圧することで前記第１回
転体も連動して回転することを特徴とする請求項６に記載のカセット取付装置。
【請求項８】
　前記ロック解除部材は前記カセットの取っ手部材で構成され、前記取っ手部材は前記カ
セットの筐体に回動可能に設けられていることを特徴とする請求項１乃至７の何れかの項
に記載のカセット取付装置。
【請求項９】
　前記取っ手部材と前記筐体とを回動自在に連結する連結部において、前記取っ手部材と
前記筐体とが接触する面には互いに傾斜方向が逆向きとなるテーパをそれぞれ形成して、
前記取っ手部材が前記第３位置にあるとき前記取っ手部材と前記筐体とは前記テーパ同士
が係合することを特徴とする請求項２乃至８の何れかの項に記載のカセット取付装置。
【請求項１０】
　前記取っ手部材は第１位置に向けてバネ付勢されていることを特徴とする請求項８又は
９に記載のカセット取付装置。
【請求項１１】
　装置本体に着脱自在に取り付けられるカセットにおいて、
　前記装置本体に差し込んだ前記カセットをロックするロック位置と前記ロックを解除し
て前記カセットを前記装置本体から抜き取り可能なロック解除位置との間で移動可能なロ
ック部材と、
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　前記ロック部材が前記ロック解除位置にあるときに前記装置本体から前記カセットを抜
き取り方向に押し出す押出し位置と前記カセットが装着可能な装着位置との間で移動可能
な押出し部材と、
　前記ロック部材及び前記押出し部材と直接又は間接的に連結され、第１位置から第２位
置に移動可能なロック解除部材と、を備え、
前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで前記ロック部材を
前記ロック位置から前記解除位置に移動させ、前記押出し部材を前記装着位置から前記押
出し位置に移動させることを特徴とするカセット。
【請求項１２】
　前記ロック解除部材は、前記第１位置から前記第２位置に移動した後、前記ロック部材
及び前記押出し部材に作用しない第３位置に移動可能に構成したことを特徴とする請求項
１１に記載のカセット。
【請求項１３】
　前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで、前記押出し部
材が第１の方向に移動し、
　前記ロック解除部材が前記第３位置から前記第１位置に移動することで、前記押出し部
材が第２の方向に移動するように構成され、
　前記押出し部材が前記第１の方向に移動するときは、前記押出し部材と前記ロック部材
とが同時に移動し、
　前記押出し部材が前記第２の方向に移動するときは、前記押出し部材のみが移動するこ
とを特徴とする請求項１２に記載のカセット。
【請求項１４】
　前記ロック解除部材はカセットの取っ手部材で構成され、前記取っ手部材は前記カセッ
トの筐体に回動可能に設けられていることを特徴とする請求項１１乃至１３の何れかの項
に記載のカセット。
【請求項１５】
　前記取っ手部材と前記筐体とを回動自在に連結する連結部において、前記取っ手部材と
前記筐体とが接触する面には互いに傾斜方向が逆向きとなるテーパをそれぞれ形成して、
前記取っ手部材が前記第３位置にあるとき前記取っ手部材と前記筐体とは前記テーパ同士
が係合することを特徴とする請求項１４に記載のカセット。
【請求項１６】
　前記取っ手部材は第１位置に向けてバネ付勢されていることを特徴とする請求項１４又
は１５に記載のカセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写プリンタなどの装置本体にカセットを着脱自在に取り付けるカセット
取付機構（以下、「カセット取付装置」という）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱転写プリンタはインクリボンに塗布された固形インクを印字ヘッドにより用紙に押し
付けて転写することにより印刷を行うもので、インクリボンはロールに巻回してリボンカ
セットに収納しており、インク切れ時にはリボンカセットごと交換するように、インクリ
ボンカセットは熱転写プリンタ本体から着脱自在に取り外し可能な構成となっている。
【０００３】
　しかしながら、熱転写プリンタを特に業務用に用いる例えばカード処理装置など他の機
器と組み合わせて使用する場合には、大量のインクリボンを使用するためインクリボンを
券回するロールを大径化しなければならずカセットが大型化する。
【０００４】
　そのため、大型化して重量のあるカセットを熱転写プリンタから抜き取って再び装着す
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るには相当な作業を必要とし、カセットの着脱にはより良好な操作性および利便性が望ま
れる。
【０００５】
　特許文献１には、リボンカセットのロックを解除するためのイジェクト部材をプリンタ
本体に対してスライド可能に設けて、このイジェクト部材をスライドさせることでロック
を解除し、このスライドに連動してイジェクト部材に設けた押出し部材がリボンカセット
を引出方向に押し出すと共に、バネ力にてリボンカセットが飛び出すような熱転写プリン
タが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－８９２５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の装置ではイジェクト部材はプリンタの本体側に設けられており、リボンカ
セットの抜き取り動作としては、操作者は先ずイジェクト部材をスライドさせてロックを
解除し、次に押し出されたリボンカセットを掴んで引き出すという２通りの操作が必要と
なる。しかも、操作者がイジェクト部材を操作している状態では、リボンカセットはフリ
ーの状態で本体から飛び出してくることになり、場合によってはリボンカセットが飛び出
す勢いで落下することも起こりかねない。そのために、操作者は両手でイジェクト部材と
リボンカセットに触れていなければならず操作性の面で問題がある。
【０００８】
　以上の点より本発明は、カセットのロックを解除する操作と装置本体からの抜き取り動
作とを同時に行うことが可能なカセット取付装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を達成するため本発明のカセット取付装置は、装置本体にカセットを着脱自在
に取り付けるカセット取付装置において、前記装置本体に差し込んだ前記カセットをロッ
クするロック位置と前記ロックを解除して前記カセットを前記装置本体から抜き取り可能
なロック解除位置との間で移動可能なロック部材と、前記ロック部材が前記ロック解除位
置にあるときに前記装置本体に設けた受け部材と当接して前記カセットを抜き取り方向に
押し出す押出し位置と前記受け部材から離間した退避位置との間で移動可能な押出し部材
と、前記ロック部材及び前記押出し部材と直接又は間接的に連結され、第１位置から第２
位置に移動可能なロック解除部材とを備え、前記ロック部材、押出し部材及びロック解除
部材は前記カセットに設けられ、前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に
移動することで前記ロック部材を前記ロック位置から前記解除位置に移動させ、前記押出
し部材を前記退避位置から前記押出し位置に移動させることを特徴としている。
【００１０】
　そして、前記ロック解除部材は、前記第１位置から前記第２位置に移動した後、前記ロ
ック部材及び前記押出し部材に作用しない第３位置に移動可能に構成したことを特徴とし
ている。
【００１１】
　また、前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで、前記押
出し部材が第１の方向に移動し、前記ロック解除部材が前記第３位置から前記第１位置に
移動することで、前記押出し部材が第２の方向に移動するように構成され、前記押出し部
材が前記第１の方向に移動するときは、前記押出し部材と前記ロック部材とが同時に移動
し、前記押出し部材が前記第２の方向に移動するときは、前記押出し部材のみが移動する
ことを特徴としている。
【００１２】
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　また、前記ロック解除部材に形成される突起部と、前記ロック解除部材の回動に伴い前
記突起部と係合する係合片と前記押出し部材とを有する第１回転体と、前記ロック部材を
有する第２回転体と、前記ロック位置にある前記ロック部材と係合するよう前記装置本体
に設けた係止部材とを備え、前記ロック解除部材の前記第１位置から前記第２位置への回
動により前記突起部と前記係合片とが係合して前記第１回転体が前記第１の方向に回動し
たとき、前記第２回転体は前記第１回転体に連動して回転することで前記ロック部材は前
記ロック解除位置に移動して前記係止部材との係合を解除し、前記第１回転体の回転によ
り前記押出し部材が前記押出し位置に移動して前記受け部材と当接することを特徴として
いる。
【００１３】
　また、前記第１回転体と前記第２回転体とを同一軸上に重ねて配置して、互いが接触す
る面にはそれぞれ傾斜方向が逆向きとなるテーパを形成し、前記第１回転体または前記第
２回転体の一方が回転したとき前記第１回転体の前記テーパの立上り部と前記第２回転体
の前記テーパの立上り部とが係合していると他方も連動して回転するようにして、前記ロ
ック部材を前記ロック位置の方向に付勢する第１付勢部材を備えて、前記ロック解除部材
が前記第１位置から前記第２位置へ回動したとき、前記突起部の前記係合片への押し圧に
よる前記第１回転体の前記第１の方向への回転にて、前記第１回転体の前記テーパの前記
立上り部が前記第２回転体の前記テーパの前記立上り部を押し圧して前記第２回転体が回
転し、前記ロック部材が前記第１付勢部材の付勢に抗して前記ロック位置に移動し、前記
ロック解除部材が前記第２位置へ達して前記突起部が前記係合片を押し圧しなくなると、
前記第１付勢部材の付勢による前記第２回転体の第２の方向への回転にて、前記第２回転
体の前記テーパの前記立上り部が前記第１回転体の前記テーパの前記立上り部を押し圧し
て前記第１回転体が回転すると、前記突起部と前記係合片との位置関係が入れ替わり、次
に前記ロック解除部材を前記第１位置へと回動させたとき、前記突起部は前記第１回転体
が前記第２の方向に回転するよう前記係合片を押し圧することを特徴としている。
【００１４】
　また、前記第１回転体を前記第１の方向に回転するよう付勢する第２付勢部材を備えて
、前記ロック解除部材が前記第１位置へ回動するとき、前記第１回転体の前記テーパの立
上り部と前記第２回転体の前記テーパの立上り部とは係合しておらず、前記第１回転体は
前記突起部と前記係合片との係合にて前記第２の方向へ単独で回転し、前記ロック解除部
材の回動にて前記突起部と前記係合片との係合が外れると、前記第２付勢部材に付勢され
て前記第１回転体は前記第１の方向へ復帰回転することで前記突起部と前記係合片との位
置関係が入れ替わり、次に前記ロック解除部材を前記第１位置から前記第２位置へと回動
させたときに前記突起部は前記第１回転体が前記第１の方向に回転するよう前記係合片を
押し圧することを特徴としている。
【００１５】
　また、前記ロック部材は前記カセットを前記装置本体に差し込む際に前記係止部材と当
接する傾斜部を備えて、前記傾斜部での前記係止部材との当接により前記ロック部材が前
記ロック解除位置へ移動し、次に前記ロック部材と前記係止部材との当接が外れて前記ロ
ック部材が前記第１付勢部材の付勢により前記ロック位置に移動して前記係止部材と係合
するとき、前記ロック部材の前記ロック解除位置への移動で前記第２回転体が前記第１の
方向へ回転すると、前記第１回転体は前記第２付勢部材の付勢により前記第２回転体と共
に回転することで、前記第１回転体の前記テーパの立上り部と前記第２回転体の前記テー
パの立上り部との係合は維持され、前記ロック部材と前記係止部材との当接が外れて前記
ロック部材の前記ロック位置への移動で前記第２回転体の前記第２の方向へ回転すると、
前記第２回転体の前記テーパの前記立上り部が前記第１回転体の前記テーパの前記立上り
部を押し圧することで前記第１回転体も連動して回転することを特徴としている。
【００１６】
　そして、前記ロック解除部材は前記カセットの取っ手部材で構成され、前記取っ手部材
は前記カセットの筐体に回動可能に設けられていることを特徴としている。
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【００１７】
　前記取っ手部材と前記筐体とを回動自在に連結する連結部において、前記取っ手部材と
前記筐体とが接触する面には互いに傾斜方向が逆向きとなるテーパをそれぞれ形成して、
前記取っ手部材が前記第３位置にあるとき前記取っ手部材と前記筐体とは前記テーパ同士
が係合することを特徴としている。
【００１８】
　そして、前記取っ手部材は第１位置に向けてバネ付勢されていることを特徴としている
。
【００１９】
　また、上記課題を達成するため本発明のカセットは、装置本体に着脱自在に取り付けら
れるカセットにおいて、前記装置本体に差し込んだ前記カセットをロックするロック位置
と前記ロックを解除して前記カセットを前記装置本体から抜き取り可能なロック解除位置
との間で移動可能なロック部材と、前記ロック部材が前記ロック解除位置にあるときに前
記装置本体から前記カセットを抜き取り方向に押し出す押出し位置と前記カセットが装着
可能な装着位置との間で移動可能な押出し部材と、前記ロック部材及び前記押出し部材と
直接又は間接的に連結され、第１位置から第２位置に移動可能なロック解除部材と、を備
え、前記ロック解除部材が前記第１位置から前記第２位置に移動することで前記ロック部
材を前記ロック位置から前記解除位置に移動させ、前記押出し部材を前記装着位置から前
記押出し位置に移動させることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に依れば、カセットに取り付けられているロック解除部材を第１位置から第２位
置へ回動させるだけでロックの解除とカセットの抜き取り方向への付勢の両方が達成され
るために、抜き取りのための操作が容易となるばかりか、操作者がロック解除部材を把持
していることでカセットが抜き取り方向への付勢により勢いよく飛び出して落下すること
も防止できる。そして、ロック解除と引き出しとを同じ操作としたことで、片手でも確実
な操作を行うことができ操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】全体構成を示す説明図。
【図２】本発明を適用するカード処理装置の外観図。
【図３】カセットの外観図。
【図４】本発明に係わるカセット取付装置がカセットと装置本体とをロックしている状態
を示す平面図。
【図５】図４の状態からロック解除部材を第１位置から第２位置に向けて回動させたとき
の状態を示す平面図。
【図６】図５の状態からさらにロック解除部材を第３位置にまで回動させてロックが外れ
たときの状態を示す平面図。
【図７】本発明に係わるカセット取付装置の回転体の側面図。
【図８】本発明に係わるカセット取付装置の回転体の側面図。
【図９】ロック解除部材が第３位置にあるカセットを熱転写プリンタに差し込むときの動
作を平面から説明する図。
【図１０】ロック解除部材が第３位置にあるカセットを熱転写プリンタに差し込むときの
ロック部材の動作を平面から説明する図。
【図１１】ロック解除部材が第３位置にあるカセットを熱転写プリンタに差し込むときの
ロック部材の動作を平面から説明する図。
【図１２】ロック解除部材を第３位置から第１位置に回動するときの状態を平面から説明
する図。
【図１３】ロック解除部材とカセットの筐体との連結を説明する図。
【図１４】ロック解除部材が第３位置にあるときのカセットの筐体との連結状態を説明す
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る図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、好適な実施の形態としてカード処理装置の例で本発明を説明する。図１に全体構
成を示すカード処理装置１が処理するカードは各種証明用のＩＤカード、商取引用のクレ
ジットカードなどであって、カードに情報を電子的に記録する共に、カードの表面には熱
転写プリンタにて画像情報を記録するようになっている。よって、ハウジング２には、情
報記録部Ａと熱転写プリンタＢとカード収容部Ｃとが備えられる。
【００２３】
　情報記録部Ａは、磁気記録部２４と、非接触式ＩＣ記録部２３と、接触式ＩＣ記録部２
７とで構成される。この情報記録部Ａは装置仕様に応じて種々の記録部、例えばバーコー
ド記録部などで構成する。
【００２４】
　上記カード収容部Ｃは、複数枚のカードを収納するカードカセット３で構成する。この
カードカセット３を装置ハウジング２のカセット装着エリアから取り外し可能となってい
る。
【００２５】
［カード供給部］
　装置ハウジング２のカセット装着エリアにはカード収容部Ｃが設けられ、複数枚のカー
ドを収納するカードカセット３で構成されている。図１に示すカードカセット３は複数の
カードを立位姿勢で整列して収納し、同図左端から右端にカードを繰り出す。そしてカー
ドカセット３の先端には分離開口７が設けられ、ピックアップローラ１９で最前列のカー
ドから装置内に供給する。
【００２６】
［情報記録部の構成］
　上述のカードカセット３から送られたカードは搬入ローラ２２にて反転ユニットＦに送
られる。反転ユニットＦは装置フレーム６０に旋回動可能に軸受け支持された回転フレー
ム８０と、このフレームに支持された一対、或いは複数のローラ対で構成される。
【００２７】
　図示のものは距離を隔てて前後に配置された２つのローラ対２０、２１を回転フレーム
８０に回転自在に軸支持されている。そして、回転フレーム８０は旋回モータ（パルスモ
ータなど）で所定角度方向に旋回動し、これに取付けられているローラ対は搬送モータで
正逆転方向に回転するように構成されている。この駆動機構は、１つのパルスモータで回
転フレーム８０の旋回動と、ローラ対２０、２１の回転をクラッチで切り換えるように構
成しても、回転フレーム８０の旋回動とローラ対２０、２１の回転を別駆動に構成しても
よい。
【００２８】
　従ってカードカセット３に準備されたカードはピックアップローラ１９と分離ローラ（
アイドルコロ）９で１枚ずつ分離され下流側の反転ユニットＦに送られる。そして反転ユ
ニットＦはカードをローラ対２０、２１でユニット内に搬入し、ローラ対でニップした状
態で所定角度方向に姿勢偏向することとなる。
【００２９】
　上記反転ユニットＦの旋回方向外周には、磁気記録部２４と、非接触式ＩＣ記録部２３
及び接触式ＩＣ記録部２７と、リジェクトスタッカ２５が配置されている。そして、ロー
ラ対２０、２１は、これらの情報記録部２３、２４、２７の何れかに向けて搬入するカー
ド搬入経路６５を形成する。尚、図示２８はバーコードリーダであり、例えば後述する熱
転写プリンタＢで印刷したバーコードを読み取って正誤判別（エラー判別）するためのユ
ニットである。
【００３０】
　反転ユニットＦで所定の角度方向に姿勢偏向されたカードをローラ対２０、２１にて形
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成されるカード搬入経路６５を通して、磁気記録部２４或いは非接触式ＩＣ記録部２３ま
たは接触式ＩＣ記録部２７に移送すると、カードには磁気的若しくは電気的にデータ入力
することが可能となる。またこれらの情報記録部で記録ミスが生じた場合にはリジェクト
スタッカ２５に搬出する。
【００３１】
　図１においては、反転ユニットＦは非接触式ＩＣ記録部２３に向けて旋回しており、カ
ードはローラ対２０、２１により記録部２３に向けてカード搬入経路６５を形成している
。非接触式ＩＣ記録部２３は、ＩＣリーダライタ基板６７と、ＩＣリーダライタアンテナ
６９と、カード搬送パス６８とから構成されており、ＩＣリーダライタアンテナ６９は、
カード搬入経路６５を通して、カード搬送パス６８に導入されたカードに埋設されている
ＩＣチップに、ＩＣリーダライタ基板６７から送られてくる情報を電波信号で送信する。
これにより、ＩＣチップには記録情報が記録されることになる。
【００３２】
　カード搬送パス６８とカード搬送経路Ｐ１との間には、ＩＣリーダライタアンテナ６７
からの電波信号を遮閉する遮閉板７０を配置することで、カード搬送経路Ｐ１にて搬送途
中にある他のカードへの誤って記録されるのを防止している。遮閉板７０は、シールド材
（電波吸収体）で構成するもので、このシールド材としては、特定帯域の電波を吸収して
遮断する材料を選択する。
【００３３】
　上記反転ユニットＦの下流側には熱転写プリンタＢが設けられ、この熱転写プリンタＢ
にカードを移送するカード搬送経路Ｐ１が設けられ、この経路Ｐ１に前述の反転ユニット
Ｆが配置されている。また、カード搬送経路Ｐ１にはカードを搬送する搬送ローラ２９、
３０が配置され、図示しない搬送モータに連結されている。この搬送ローラ２９、３０は
正逆転切り換え可能に構成され、反転ユニットＦから熱転写プリンタＢにカードを搬送す
るのと同様に熱転写プリンタＢからカードを反転ユニットＦに搬送するようになっている
。
【００３４】
　また、搬送ローラ２９、３０は搬送されるカードをそれぞれ上下一対のローラにて挟持
しながら繰り出すローラ対である。そして、搬送ローラ２９と搬送ローラ３０の間にはス
キュー補正装置９０が配置されている。詳細には図示しないが、スキュー補正装置９０は
、カード搬送経路Ｐ１の搬送方向に沿った一側に幅寄せ部材、他側にガイド部材をそれぞ
れ設け、搬送ローラ２９、３０にて搬送されるカードを幅寄せ部材にてガイド部材に向け
て押し出すことで、スキューを矯正したカードが熱転写プリンタＢに向けて搬送されるよ
うにするものである。
【００３５】
　上記熱転写プリンタＢの下流側には収容スタッカ６０にカードを移送するカード搬送経
路Ｐ２が設けられている。カード搬送経路Ｐ２にはカードを搬送する搬送ローラ（ベルト
でも良い）３７、３８が配置され、図示しない搬送モータに連結されている。
【００３６】
　搬送ローラ３７と搬送ローラ３８の間にはデカール機構３６が配置され、搬送ローラ３
７、３８間に保持されたカード中央部を押圧することによって、熱転写により生じたカー
ルを矯正する。このためデカール機構３６は図示しない昇降機構（カムなど）で図１に示
す上下方向に位置移動可能に構成されている。
【００３７】
　搬送ローラ３７はニップコロ７１と、搬送ローラ３８はニップコロ７２とで、それぞれ
デカールされるカードをニップしているが、押圧部７４が昇降機構によって押し下げられ
ると、受部７３は押圧部７４を受け止めながらニップコロ７１、７２と共に下方に移動す
る。これにより、搬送ローラ３７とニップコロ７１、及び搬送ローラ３８とニップコロ７
２によるカードのニップが解除されるために、整ったカール矯正を行うことが出来る。
【００３８】
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「熱転写プリンタ」
　熱転写プリンタＢは、記録カードの表裏面に顔写真、文字データなど画像を形成する。
図示の装置は昇華型インクリボンで画像形成する場合を示している。
【００３９】
　熱転写プリンタＢにはサーマルヘッド４０とインクリボン４１が配置されている。イン
クリボン４１はリボンカセット４２に収納され、このリボンカセット４２に操出ロール４
３と巻取ロール４４が収容され、巻取ロール４４には図示しないワインドモータＭｒ１が
連結されている。
【００４０】
　プラテンローラ４５に対向する位置にサーマルヘッド４０が配置されている。このサー
マルヘッド４０は、ヘッドコントロール用ＩＣ（図示せず）により熱制御される。そして
、このヘッドコントロール用ＩＣは、画像データに従ってサーマルヘッド４０を加熱制御
することにより、インクリボン４１を後述する転写フィルム４６に画像形成する。このた
めサーマルヘッド４０の熱制御と同期して巻取ロール４４が回転し、インクリボン４１を
所定速度で巻き取るように構成されている。図示３９はサーマルヘッド４０を冷やす為の
冷却ファンである。
【００４１】
　上記転写フィルム４６は転写フィルムカセット５０に収納されて、巻取ロール４７と操
出ロール４８に巻回され、この転写フィルム４６は熱転写装置であるプラテンローラ３１
とヒートローラ３３に転写画像を移送するように巻装されている。図示４９は転写フィル
ム４６の移送ローラであり、その周面にピンチローラ３２ａと３２ｂが配置され、この移
送ローラ４９には図示しない駆動モータに連結されている。そして転写フィルム４６は、
インクリボン４１と同一速度で図１反時計回りの方向に移動する。
【００４２】
　また、ヒートローラ３３には、搬入経路Ｐ１に配置されているプラテンローラ３１に転
写フィルム４６を介して圧接離間するように昇降機構（図示せず）が設けられている。図
４に示すダイアル９５は、この昇降機構に連動しており、このダイアル９５を回すことに
より、ヒートローラ３３を手動にて昇降させることができる。
【００４３】
　このヒートローラ３３は加熱ローラで構成され、内部に配置されている加熱手段で転写
フィルム４６上の画像を記録カード表面に転写する。図示Ｓｅ１はインクリボン４１の位
置検出センサであり、図示Ｓｅ２は転写フィルム４６の有無検出センサである。また、熱
転写プリンタＢには装置内に発生した熱を外に出す為のファン３９が設けられている。
【００４４】
「収容部」
　収容部Ｄは図１に示すように熱転写プリンタＢから送られたカードを収容スタッカ６０
に収容するように構成されている。この収容スタッカ６０は図示しない昇降機構６１とレ
ベルセンサで、最上位のカードを検出し、昇降機構６１で図１下側に下降移動するように
構成されている。
【００４５】
　図２は上記したカード処理装置１の外観を示しており、一側が回動自在に軸支されてい
るフロントカバー１Ａを開放したときに、リボンカセット４２及び転写フィルムカセット
５０は熱転写プリンタＢにそれぞれ形成しているカセット装着エリア内へ差し込んだり抜
き取ったりすることが可能なよう着脱自在な構成となっている。また、フロントカバー１
Ａの裏面にはピン８２が設けられており、フロントカバー１Ａを本体に閉じることでこの
ピン８２が本体側に設けた差込孔８３に挿入したことを検知したときカード処理装置１は
動作可能な状態となる。
【００４６】
　カード処理装置１の熱転写プリンタＢから着脱自在にしたリボンカセット４２及び転写
フィルムカセット５０（以下、単に「カセット」と称する）の抜き取り時のロックを解除
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する操作と取り出し操作、及びカセット装着時の差し込み操作とロックする操作とを容易
に行えるようにした本発明によるカセット取付装置の具体的な構成について説明する。
【００４７】
　図３は、カード処理装置１から抜き取ったリボンカセット４２の外観を示している。転
写フィルムカセット５０も同様であるが、カセットには操作者が抜き取り時に正対する面
には把持するための取っ手部材１００が設けられている。取っ手部材１００は、カセット
の筐体１０表面に倒れた状態である第１位置と、第２位置及び筐体１０表面から起立した
状態である第３位置との間を回動自在に取り付けられている。この取っ手部材１００はロ
ック解除部材を兼用しており、取っ手部材１００が第１位置と第３位置との間の第２位置
にあるときにカセットと熱転写プリンタＢとの間のロックが外れてカセットの抜き取りが
行えるようになっている。
【００４８】
　図４は、熱転写プリンタＢから着脱自在とするカセット取付装置を平面図にて示すもの
で、取っ手部材１００は上下の辺に穿設した軸孔１０１にはカセット内に設けられた軸８
８（図１３及び図１４）が挿通されており、この軸を支点に第１位置、第２位置及び第３
位置の間を回動するように構成されている。
【００４９】
　取っ手部材１００のカセット側の回動端部には突起部１０２が形成されている。突起部
１０２と係合する係合片１０３を備える回転体１０４は軸１０５に回動自在に軸支されて
いる。
【００５０】
　図４と回転体１０４の側面図を示す図７及び図８にて回転体１０４の構成を説明すると
、回転体１０４は第１回転体１０４Ａと第２回転体１０４Ｂとから成り、第１回転体１０
４Ａには係合片１０３と共に押出し部材１０７とが設けられ、第２回転体１０４Ｂにはロ
ック部材１０６と突出片１１４とが設けられている。
【００５１】
　押出し部材１０７は第１回転体１０４Ａの回転に応じてカセットを抜き取り方向に押し
出す押出し位置と退避位置との間を移動する。
【００５２】
　ロック部材１０６は第２回転体の回転に応じてロック位置とロック解除位置との間を移
動する。また、突出片１１４は第２回転体１０４Ｂの図で時計回りの方向への回転時にカ
セットに固設されているストッパ１１５と当接するようになっている。
【００５３】
　第１回転体１０４Ａと第２回転体１０４Ｂはそれぞれの軸孔を挿通する軸１０７に回転
可能なよう重ねて配置されるが、互いが接触する面には回転方向に沿って第１回転体１０
４Ａにはテーパ１０８が複数形成されており、第２回転体１０４Ｂにはテーパ１０９が複
数形成されている。テーパ１０８とテーパ１０９とは互いに傾斜方向が逆向きとなって噛
合い結合している。そして、テーパ１０８の立上り部１０８Ａとテーパ１０９の立上り部
１０９Ａとが係合している状態（図７）において、第１回転体１０４Ａまたは第２回転体
１０４Ｂの一方が、立上り部１０８Ａと立上り部１０９Ａとによる係合状態を維持する方
向に回転を行うと他方も連動して回転する。
【００５４】
　しかるに、第１回転体１０４Ａまたは第２回転体１０４Ｂの一方が、立上り部１０８Ａ
と立上り部１０９Ａとの係合を解除して離反する方向に回転したときは（図８）、他方は
連動せずに回転を停止したままである。そして、立上り部１０８Ａと立上り部１０９Ａと
が離反した状態で、次に第１回転体１０４Ａまたは第２回転体１０４Ｂの一方が、立上り
部１０８Ａと立上り部１０９Ａとを近づける方向に回転しても、離反している立上り部１
０８Ａと立上り部１０９Ａとが再び当接して係合するまでは一方の回転体には回転力は伝
達されない。
【００５５】
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　図４において、係止部材１１０及び受け部材１１１は熱転写プリンタＢの本体に固定さ
れている。例えばピンにて構成される係止部材１１０は、図の紙面から鉛直方向に突出し
ておりロック部材１０６と係合することでカセットは熱転写プリンタＢへロックされる。
ロック部材１０６は、バネ等による第１付勢部材（図示せず）によりロック位置で係止部
材１１０と係合するよう図で時計回りの方向に付勢されている。この第１付勢部材はロッ
ク部材１０６に直接作用するよう設けても良いし、また第２回転体１０４Ｂに作用して時
計回りの回転力を与えるよう設けても良い。
【００５６】
　受け部材１１１は第１回転体１０４Ａの回転により押出し位置に進出してくる押出し部
材１０７を受け止めて、その反作用力を押出し部材１０７を介してカセットに与えるもの
であり、これによりカセットは熱転写プリンタＢのカセット装着エリアからの取り外しが
容易となる。なお、押出し部材１０７の退避位置とは、カセットが装着状態で、押出し部
材１０７がカセットを押出す力が働かない位置であり、図４のように受け部材１１１から
離間していても良いし、カセットを押出す力が働かなければ受け部材１１１に接触してい
てもよい。
【００５７】
　上記構成による本発明に係るカセット取付装置の動作について図４から図１４までを用
いて説明する。
【００５８】
　図４は、取っ手部材１００が第１位置にあって、ロック部材１０６はロック位置に位置
して係止部材１１０と係合しており、カセットは熱転写プリンタＢにセットされてロック
されている状態を示している。
【００５９】
　図５は、カセットを熱転写プリンタＢから引き出すために、操作者の操作により取っ手
部材１００を第２位置に回動させた状態を示している。この場合取っ手部材１００の突起
部１０２は係合片１０３を図で左方向から係合して押し圧し、第１回転体１０４Ａを図で
反時計回りの方向（第１の方向）に回転させる。第１回転体１０４Ａの図で反時計回りの
方向への回転はテーパ１０８の立上り部１０８Ａとテーパ１０９の立上り部１０９Ａは係
合している図７で示す状態であるために、第２回転体１０４Ｂも連動して回転する。これ
によりロック部材１０６はロック解除位置に移動し係止部材１１０から離反して、熱転写
プリンタＢでのカセットのロックが解除される。同時に、第２回転体１０４Ｂの回転によ
り押出し部材１０７が退避位置から押出し位置へ進出して受け部材１１１に当接するよう
になり、その反作用でカセットは抜き取り方向（図の矢印ａ方向）へ付勢される。
【００６０】
　そして、図６に示すように、取っ手部材１００が第３位置に到達して回動が終了すると
、第１回転体１０４Ａへ力が働かずフリーとなった第２回転体１０４Ｂは、前記第１付勢
部材にて付勢されているロック部材１０６が図で時計回りの方向（第２の方向）に回転す
る。このときカセットは押出し部材１０７と受け部材１１１との当接による反作用にて抜
き取り方向に移動しているために、ロック部材１０６が係止部材１１０とが係合してロッ
クすることはない。そして、第１回転体１０４Ａの突出片１１４がストッパ１１５に当接
してロック部材１０６の回転は停止する。
【００６１】
　一方、第２回転体１０４Ｂの図で時計回りの方向（第２の方向）の回転はテーパ１０８
の立上り部１０８Ａとテーパ１０９の立上り部１０９Ａとが係合しているために、第１回
転体１０４Ａも連動して回転する。この第１回転体１０４Ａの回転により、押出し部材１
０７は受け部材１１１と押出し位置から離れ退避位置に変位する。また、第１回転体１０
４Ａの図で時計回りの方向（第２の方向）への回転により、係合片１０３と突起部１０２
との位置関係が入れ替わり、すなわち係合片１０３は突起部１０２の図で左側に位置する
ようになる。これにより、次に取っ手部材１００を第２位置から第１位置へと回動させる
とき、突起部１０２は係合片１０３を図で右方向から係合して押し圧し、第１回転体１０
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４Ａを図で時計回りの方向（第２の方向）に回転させることができる。
【００６２】
　このように操作者は取っ手部材１００を引き起こしてそのまま引っ張ることで、カセッ
トのロックの解除と引き出しを同じ操作にて行うことができ、カセットの引き抜きが容易
となる。しかも、押出し部材１０７と受け部材１１１との当接による反作用力が大きくて
も操作者は取っ手部材１００を把持しているために、カセットが落下するようなことも防
止される。
【００６３】
　次に、熱転写プリンタＢから引き出されたカセットを再びセットする場合について説明
する。ロック解除部材である取っ手部材１００が第３位置にあるときは、突起部１０２は
係合片１０３に当接していないためにロック部材１０６及び押出し部材１０７に作用しな
い。従って、第３位置にある取っ手部材を熱転写プリンタＢに差し込めばロック部材１０
６と係止部材１１０との係合によるロックが達成される。
【００６４】
　図９に示すように、カセットを熱転写プリンタＢのカセット装着エリア内に矢印方向ｂ
へ差し込むとロック部材１０６の先端部が係止部材１１０に突き当たる。ロック部材１０
６が係止部材１１０と当接する辺には傾斜部１０６Ａが形成されており、そのままカセッ
トを差し込むと、係止部材１１０が傾斜部１０６Ａを摺動し、ロック部材１０６は矢印方
向ｃへ逃げて回動する（図１０）。
【００６５】
　係止部材１１０の矢印方向ｃへの回動により第２回転体１０４Ｂは図で反時計回りの方
向（第１の方向）に回転する。このときの第１回転体１０４Ａの動きについては、第１回
転体１０４Ａは図で反時計回りの方向（第１の方向）に回転するようバネ等による第２付
勢部材（図示せず）にて付勢されているために、第２回転体１０４Ｂが反時計回りの方向
に回転することでテーパ１０９の立上り部１０９Ａによる係止が外れると、第１回転体１
０４Ａはこの第２付勢部材の付勢により第２回転体１０４Ｂに追随して同じく反時計回り
の方向に回転する。従って、第１回転体１０４Ａのテーパ１０８の立上り部１０８と第２
回転体１０４Ｂのテーパ１０９の立上り部１０９Ａとの係合は維持される。なお、カセッ
ト挿入途中に押出し部材１０７が受け部材１１１に当接しても、取っ手部材１００が第３
位置にあり、押出し部材１０７に作用しないため、第１回転体１０４Ａのみが時計回りに
回転し、カセットに対して抜き取り方向への力が働かず、そのままカセットを押し込むこ
とができる。
【００６６】
　そして、傾斜部１０６Ａでの係止部材１１０との当接が外れると、ロック部材１０６は
前記第１付勢部材の付勢力にて戻され、ロック位置へと移動して係止部材１１０と係合す
る（図１１）。このとき、第２回転体１０４Ｂは図で時計回りの方向（第２の方向）に回
転するが、第１回転体１０４Ａのテーパ１０８の立上り部１０８と第２回転体１０４Ｂの
テーパ１０９の立上り部１０９Ａとの係合は維持されており、第２回転体１０４Ｂが時計
回りの方向への回転に連動して第１回転体１０４Ａも回転する。
【００６７】
　こうしてカセットを熱転写プリンタＢに差し込みロックを行うのであるが、このような
図１１に示す状態において取っ手部材１００は第３位置にあり、これを第１位置にまで回
動復帰させる必要がある。これは図４に示す初期状態にすることであり、次にロックを解
除するときに突起部１０２が係合片１０３を図で左から押し圧するために必要な準備動作
である。また、カード処理装置１としても、リボンカセット４２や転写フィルムカセット
５０の取っ手部材１００が第１位置以外の筐体１０の表面から起き上がっている状態にあ
るとフロントカバー１Ａを閉めることができず動作が行えないようになっている。
【００６８】
　取っ手部材１００の第３位置から第１位置への回動復帰操作は手動でもバネ付勢でも良
いが、前述したように次にロックを解除するために必要な操作であるからバネ付勢により
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自動的に行うのが好ましい。しかも、操作者がカセットを熱転写プリンタＢのカセット装
着エリア内に差し込み、そして手を離せば取っ手部材１００の第１位置への回動復帰が自
動的に行われるため利便性も向上する。
【００６９】
　ロック部材１０６と係止部材１１０とが係合している状態で、取っ手部材１００の第３
位置から第１位置へ回動するときの動作について説明する。図１１の状態から取っ手部材
１００を第１位置に回動すると、突起部１０２が係合片１０３を図で右方向から押し圧し
、第１回転体１０４Ａが図で時計回りの方向（第２の方向）に回転する。このとき第１回
転体１０４Ａの図で時計回りの方向の回転ではテーパ１０８の立上り部１０８Ａとテーパ
１０９の立上り部１０９Ａとは係合せず離反していく。したがって、このときカセットが
既に熱転写プリンタＢへ差し込まれていてロック部材１０６と係止部材１１０とが係合し
ているが、第１回転体１０４Ａは取っ手部材１００の回動にてフリーで回転することがで
きる。
【００７０】
　そして、取っ手部材１００の回動が第１位置に到達する前の図１２の状態のとき突起部
１０２と係合片１０３との係合が外れ、第１回転体１０４Ａは前述したごとく図で反時計
回りの方向（第１の方向）に回転するよう前記第２付勢部材にて付勢されているために、
この付勢力にて第１回転体１０４Ａが図で反時計回りの方向（第１の方向）に回転する。
この回転にて係合片１０３は取っ手部材１００が第１位置にあった図４で示す位置まで復
帰する。また、第１回転体１０４Ａが図で反時計回りの方向への回転を開始したときは、
テーパ１０８の立上り部１０８Ａとテーパ１０９の立上り部１０９Ａとは図８に示す状態
にあって離反しているために第１回転体１０４Ａのみの回転となり、第１回転体１０４Ａ
のテーパ１０８の立上り部１０８Ａが第２回転体１０４Ｂのテーパ１０９の立上り部１０
９Ａに当接したときこの回転は停止する。
【００７１】
　このようにロック後に第３位置にある取っ手部材１００を第１位置に戻すと、第１回転
体１０４Ａによる上記の一連の動きにより、係合片１０３は突起部１０２の図で右側に位
置して、係合片１０３と突起部１０２との位置関係が再び入れ替わり図４の状態に復帰す
ることができる。
【００７２】
　従って、次に取っ手部材１００を第１位置から第２位置へと回動させると、突起部１０
２は係合片１０３を図で左方向から押し圧して、第１回転体１０４Ａが図で反時計回りの
方向（第１の方向）に回転することで、前述した如くロック部材１０６と係止部材１１０
との係合が外れてロックが解除される。
【００７３】
　かかるカセットの差し込み操作において、操作者は取っ手部材１００が第３位置の状態
を保って差し込むのが操作しやすいのであるが、取っ手部材１００は回動自在なためカセ
ット本体の重みにて搖動し、取っ手部材１００を第３位置に保ったままでカセットを差し
込むのは面倒な作業となる。そのため、本発明に係るカセット取付装置は、操作者が取っ
手部材１００を把持して取っ手部材１００が鉛直方向となる状態で差し込むカセットを保
持している場合には、取っ手部材１００を第３位置に安定させておくことができる構成と
なっている。
【００７４】
　すなわち図１３及び図１４に示すように、取っ手部材１００とカセットの筐体１０を連
結する連結部８５には軸８８が挿通しており、取っ手部材１００は軸８８に回動自在に軸
支されている。そして、連結部８５では、取っ手部材１００と筐体１０とが接触する面に
は互いに傾斜方向が逆向きとなるテーパ８６及びテーパ８７がそれぞれ形成されており、
カセットの姿勢が取っ手部材１００が鉛直方向となるような図示の如き状態であるときは
、カセット本体の重みによりテーパ同士が係合することで取っ手部材１００は第３位置に
安定した状態となる。
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【００７５】
　よって、操作者が取っ手部材１００を持った状態でカセットを熱転写プリンタＢに差し
込む際に、取っ手部材１００に対してカセットの筐体１０がぐらつくことが無くカセット
の挿入が容易となる。尚、前述したようにバネ部材を設けて取っ手部材１００が第３位置
から第１位置へと強制復帰するよう構成した場合は、カセット本体の自重により回動する
力の方がバネ部材の付勢より強ければ良い。
【００７６】
　上記したカセット取付装置は、第１位置にある取っ手部材１００を第２位置まで回動す
ることでロックの解除と抜き取りの両方が同時に行え、差し込むときは熱転写プリンタＢ
に押し込むことで装着とロックを行うことができ非常に利便性が高い。よって、大型のカ
セットを取り扱う場合に大いに有効である。
【００７７】
　以上、熱転写プリンタを装置本体とした実施形態にて本発明を説明したが、カセットを
有する装置であれば熱転写プリンタ以外にも種々のプリンタに実施することができる。ま
た、装置本体が熱転写プリンタであっても、カード処理装置に使用される熱転写プリンタ
に限定されるものでもない。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　本発明は、カセットを装置から容易に着脱自在とするものであり、熱転写プリンタなど
カセットを有した装置全般に適用でき産業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【００７９】
Ｂ　　　　装置本体（熱転写プリンタ）
１０　　　筐体
８５　　　連結部
８６　　　連結部において取っ手部材に形成されるテーパ
８７　　　連結部において筐体に形成されるテーパ
１００　　ロック解除部材（取っ手部材）
１０２　　突起部
１０３　　係合片
１０４　　回転体
１０４Ａ　第１回転体
１０４Ｂ　第２回転体
１０６　　ロック部材
１０６Ａ　傾斜部
１０７　　押出し部材
１０８　　第１回転体のテーパ
１０８Ａ　第１回転体のテーパの立上り部
１０９　　第２回転体のテーパ
１０９Ａ　第２回転体のテーパの立上り部
１１０　　係止部材
１１１　　受け部材
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